
『ドイツ語』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価  

１ 前     文  

共通テストの追・再試験が実施された。本試験と同様に，ドイツ語学習をめぐる状況は多様であ

り平均的なドイツ語学習者を想定しづらくはあるが，ドイツ語を「高等学校で３年程度継続して学

んできた」受験者と仮定し，評価を行っていきたい。 

追・再試験の受験者は，本試験に一度目を通し，出題傾向を把握していると考える。そのため，

入試の公平性を保つためには，追・再試験は全般を通じて本試験より難度がやや高いことが妥当だ

と考える。  

なお，評価に当たっては，報告書（本試験）21ページに記載の８つの観点により，総合的に検討

を行った。 

２ 内 容・範 囲  

全体の構成は大問が１つ減り６つとなり，設問数も昨年度の 51問から 48問となった。昨年度ま

で第１問にあった発音・アクセントに関する知識を問う出題がなくなった。特定の場面や状況に応

じた会話や長文など，受験者には今まで以上に幅広く学び，正確な知識が求められる出題である。 

第１問 使用語彙は本試験よりも受験者にとって見慣れたものが多い印象を受ける。設問に取り

組むには，それぞれの解答番号に入る品詞を見極め，品詞に応じた適切な変化をしている①①～

⑨⑨の選択肢の中から選ぶ。総合的文法能力を問うているのかもしれないが，品詞の選択や変化

の確認など細かな点に気を配る必要があり受験者が何を問われているのか理解をして，問いに

取り組み始めるまでにかなり時間を要するかもしれないが，本試験に一度目を通している受験

者ならば形式に少し慣れていると思われる。自分のことについてややフォーマルな文体で表現

しなければならない本試験と比べ，求人広告を読み取る追・再試験の方がより読解に近い。こ

の問い方では設定された場面が生かされていない。 

問１ 与えられた選択肢には２つ使わないものがあるが，重複して解答してよいのか設問に第

２問のように指示がない。各解答は， １ 関係代名詞１格， ２ 動詞の過去分詞（受動態）， 

 ３ 熟語表現に含まれる前置詞， ４ 従属接続詞， ５ 分離動詞の前つづり， ６ 助動詞（接

続法Ⅱ式）， ７ 助動詞（接続法Ⅱ式）である。 ３ は，auf der Suche nachの前置詞 auf

を問われているので，単純に知識を問う出題になっている。教科書でこの表現自体を目にす

ることがまれである。また ５ には分離動詞の前つづり⑧⑧vor が入るが，本試験でも同じ問

われ方をしており，想像しやすい。 

問２ 本試験同様，設問文の中に「適当なもの」とあるがここまで文法用語を避ける必要があ

るのか。せめて教科書で用いられている「適切な変化」や「適切な語尾」と問うことはでき

ないのだろうか。本試験と同様に文脈に関係なく（ア）形容詞変化，（イ）定冠詞類複数２格，

（ウ）不定冠詞中性２格，（エ）複数の語尾，それぞれ知識として持っていれば解答可能であ

る。 

第２問 本試験と同様の出題形式であり，本試験同様１問減った。与えられた語を空所に当ては

め，文を完成させる出題。不要な選択肢が１つあり，文法の知識を問う出題となっている。 

問１  12 に本動詞が入り， 13 には並列の接続詞 denn が入る。教える側としては，「um…
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zu～」の理解度を問いたくなる。分離動詞の前つづり vorが本試験から数えると３回設問に

関わっている。 

問２ 従属接続詞 seitdemの副文中にある「vorbei sein」の意味と，主文の「nicht mehr」の

位置が問われている。 

問３ ３格支配の前置詞 außerと ausの意味が理解できているかが問われている。特に außer

は除外ではなく「（追加する意味での）～の他に」という意味で用いられているため難度が高

い。 

第３問 一連の比較的長い会話等を読み，設問に答える出題。本試験と違い場面の説明文は日本

語になっており，場面の切替えが分かりやすく，また図やスマホのメモ等が間に入っておらず

対話に集中しやすい。登場人物も３名であり一貫してゼミナールについて話をしているため本

試験よりも読みやすい印象を受けた。使用語彙もそこまで難しくはない。 

問１  18 の前で「Ja,」と肯定する言葉に付け加える一言を選ぶ。正答は①①であるが目にす

る機会は使用教教材で差が生じる可能性がある。③③einverstanden が本試験に続き第３問で

の選択肢にある。 

問２ 他の選択肢と比較して正答④④を選ぶことは難しくはないが，下線部⑲の発話時点では考

えている段階であり正答④④もその内容を思っているかどうかは不明である。 

問３ ８ページの Yuka と Herr Yilmaz のやり取りから判断する。他の選択肢を除くためには

対話全体から細かく情報を読み取らなければならない。 

問４ 下線部㉑「Das fiel mir so schwer.」にある schwerfallenは難しいが，schwerfallen

を選択しなければならない設問よりは，選択肢の表現に配慮を感じる。 

問５ 後半の内容全体を読み適切な答えを選ぶ。設問の日本語が本文内容の理解の一助となっ

ている。 

問６ 下線部㉓の前にある Yukaのセリフを理解し，選択肢を精読しないと正答④④にたどり着け

ない。 

問７ ドイツ語の設問であり，Yuka と Ichiro それぞれが何をしたのかを区別する。ここまで

の内容理解ができていればそこまで難しくはないが，問６同様に選択肢を丁寧に読み込まな

ければいけない。 

第４問 本試験同様にインタービューを読み，内容をメモに置き換えるなど新しい出題が含まれ

る。テーマは「日独企業に関するプレゼンテーション」であり受験者にとって必ずしも身近と

は言えないが，本試験と違い２人の話者が一貫した話題で話しているため本試験より読みやす

い印象を受けた。メモにある略語 dt.を目にしたことがある受験者はほとんどいないのではな

いか。本試験第３問に出ていた Gewinnの複数形 Gewinneが再度本文に使われている。 

問１ 本文で用いられている語と選択肢の表現が分かれば，正答を見つけ出すことは難しくは

ない。 

問２ Burghard博士の 1つ目のセリフ anstellenの言い換えを探す。anstellenという語自体

は難しいが，その前後が分かり，選択肢の動詞を入れていけば④④を選べる。本試験第１問問

１  1 の正答に関係する bewerbenが③③にある。 

問３ 対話にある表現の言い換えをメモ 28 ～ 30 に入れる。 28 は Burghard 博士の２つ

目 weil以下， 29 は本文の Burghard博士の３つ目の比較級 mehrを用いた最上級の表現， 

 30 は， 29 のセリフの次の「Ihre Chance steigt auf eine Stelle」を言い換える。本

試験と比べると取り組みやすい印象。 

問４ Burghard博士の４つ目のセリフから判断。選択肢の語彙にも配慮があり，よく練られた

出題であるが，質問文のドイツ語にあるように受験者 wirは Japanerとは限らないのではな

いか。 

問５ 本文内容の理解を問う出題で，本試験にあった２格や過去形が少なく読みやすい。２つ

の正答を選ぶことは本文理解が深まっていればそこまで難しくはない。 

第５問 比較的長い文と図の情報とを合わせて設問に答える。本試験と出題数は同じだが，問い

は１つ少ない。「ドイツにおける男女差」という社会的な話題ではあるが，日本でも同じ状況で

あり想像しやすい。合成語も本試験より少なく読みやすい印象を受ける。グラフから読み取る

出題では，示したいことに対するグラフの選択が適切とは言えず，受験者が読み取るときに困

惑する可能性がある。グラフⅠは各家庭においてそれぞれの項目に関わる男女の割合を示して

いるのだろうが，その場合は右に示すような 100％棒グ

ラフや円グラフを使用した方が受験者に意図が伝わり

やすいのではないか。グラフⅡのEinkommenは男を100％

とした場合の女性の割合であることは分かるが，他の項

目では何を元にした割合なのかが読み取れない。 

問１ グラフに表されている事柄である程度，本文のテ

ーマについて想像することができる。 

問２ グラフⅠとⅡからそれぞれ判断する。  35 は Haushalt，  36 は finanziellen 

Schwierigkeiten やグラフの Einkommen がキーワードとなる。グラフⅠ，Ⅱに目標を絞れれ

ばそこまで難しくはない。 

問３ グラフの内容に着目し設問のセリフを読む。 37 は Felixが言う「Zeit」が何を指して

いるかが分かるか。Deshalb 以下で会社（＝社会？）について話しておりグラフⅢを選ぶ。

グラフⅠから Kinderbetreuungを主に担っている男性は 2.3％であることが読み取れるので，

子供との時間を重視したいと考えグラフⅠを選ぶ受験者もいたのではないか。 38 は，Maria

のセリフにある Teilzeit arbeiten，wenig RenteがキーワードとなりグラフⅡを選ぶ。 

問４ 注意深く本文を読み取れれば，問題なく①①を選択できる。④④Konsum は本試験の第５問の

本文及び出題文にも記載がある。 

問５ グラフと本文から読み取ったことと選択肢を比べて判断をする。①①グラフⅠ，③③本文第二

段落，④④グラフⅡに記載があり②②が示されていないことが分かる。 

第６問 「美しさについての客観的研究」について書かれた比較的長いやや抽象的な文章からの

出題。本試験と違い挿絵等がなく，使用語彙や言い回しが難しいと感じる箇所もある。 

問１ 第一段落では，まず，身の回りの物について具体的な描写をし，さらにそこから生まれ

る主観的な好みについて述べており正答②②を選ぶことができる。他の選択肢は述べられてい

ない箇所がある。 

問２ 第三段と第四段落にある Kamera，Maschine，Elektrodeなどが①①の spezielle Geräteと

④④mit anderen Methodenのそれぞれの言い換えであることが分かるか。 

問３  下線部㊹の前後の第五段落の言い換えを選ぶ。下線部の Großzügigkeit と④④

berücksichtigeなどやや難である。第４問問３の正答に関わる konzentrierenが選択肢にあ

る。 

問４ 第六段落を読む。下線部㊺の後ろの内容から③③を選ぶことができる。 

問５ 正答④④は本文最後の３文に書かれている。問２が理解できていれば正答⑥⑥を選ぶことは

難しくはない。選択肢の日本語ばかりを読むと，悩む可能性がある。 

問６ 大まかに本文内容の理解ができていれば正答②②を選ぶのは難しくはない。 
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問３ ３格支配の前置詞 außerと ausの意味が理解できているかが問われている。特に außer

は除外ではなく「（追加する意味での）～の他に」という意味で用いられているため難度が高
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第３問 一連の比較的長い会話等を読み，設問に答える出題。本試験と違い場面の説明文は日本

語になっており，場面の切替えが分かりやすく，また図やスマホのメモ等が間に入っておらず
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試験よりも読みやすい印象を受けた。使用語彙もそこまで難しくはない。 
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問５ 後半の内容全体を読み適切な答えを選ぶ。設問の日本語が本文内容の理解の一助となっ
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問６ 下線部㉓の前にある Yukaのセリフを理解し，選択肢を精読しないと正答④④にたどり着け

ない。 

問７ ドイツ語の設問であり，Yuka と Ichiro それぞれが何をしたのかを区別する。ここまで

の内容理解ができていればそこまで難しくはないが，問６同様に選択肢を丁寧に読み込まな

ければいけない。 

第４問 本試験同様にインタービューを読み，内容をメモに置き換えるなど新しい出題が含まれ
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子供との時間を重視したいと考えグラフⅠを選ぶ受験者もいたのではないか。 38 は，Maria
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第６問 「美しさについての客観的研究」について書かれた比較的長いやや抽象的な文章からの

出題。本試験と違い挿絵等がなく，使用語彙や言い回しが難しいと感じる箇所もある。 
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問３  下線部㊹の前後の第五段落の言い換えを選ぶ。下線部の Großzügigkeit と④④

berücksichtigeなどやや難である。第４問問３の正答に関わる konzentrierenが選択肢にあ

る。 

問４ 第六段落を読む。下線部㊺の後ろの内容から③③を選ぶことができる。 

問５ 正答④④は本文最後の３文に書かれている。問２が理解できていれば正答⑥⑥を選ぶことは

難しくはない。選択肢の日本語ばかりを読むと，悩む可能性がある。 

問６ 大まかに本文内容の理解ができていれば正答②②を選ぶのは難しくはない。 
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３ 分 量・程 度  

本試験との使用語数はほぼ変わらない。本試験同様使用語彙の難度が上がり，読みにくさや取り

組みにくさが増した結果，分量が増したように感じられるが，本試験ほどではないとも感じる。共

通テスト『英語』での問題設定レベル及び使用語彙は CEFRA1～B1の範囲とされている。ドイツ語も

英語に準拠するのが原則ではあるが，到達すべきレベルを B1 と設定することには議論の余地があ

るのではないか。 

４ 表 現・形 式  

繰り返し述べるが，共通テスト『ドイツ語』にはリスニングの設定がなく，受験者にアクセント

や母音の長短を身に着ける意識を持たせるためにも発音に関する出題をしてほしい。今回の試験で

は全体的に，語彙の難度が高いためにその知識がなければ思考しても正答には至りづらく，加えて

難度の高い語彙が設問に関わるところに繰り返し使われ解答を難しくしている。仮に正答を選べて

いても，理解しているのか分からない。また，第１問は文脈を把握し理解度を測るような設問に見

えたが，実際にはかなり細かな文法と語彙の知識が求められていた。 

グラフや表から内容を読み取るような出題自体に全く問題はないが，そこから情報を読み取らせ

るのであれば，表現したいことが確実に伝わるようにラベルの入れ方や使うグラフの種類などにも

本文作成と同様に気を配ってほしい。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

細かい点をいろいろ述べさせていただいたが，共通テスト『ドイツ語』の問題作成に対し，多く

の時間と手間をかけてくださっている問題作成委員，大学入試センターの方々に感謝申し上げる。 

ドイツ語 

 

第２ 教育研究団体の意見・評価 

○ 日本独文学会 ドイツ語教育部会 

（代表者 草本 晶   会員数 約470人） 

ＴＥＬ 03-5950-1147 

１ 前     文 

（本試験の評価書に同じ。） 

試験のバランスを見るために，追・再試験問題は同年度の本試験と比較する。 

２ 試験問題の程度・設問数・配点・形式等への評価 

大問の構成（大問１〜６），出題形式，総解答数（48），配点とも，本試験と同じであるが，総設

問数は本試験に比べ，１題少なくなった。昨年度の試験に比べ，発音・アクセントを問う問題が出

題されず，文法知識を問う問題が大問１と大問２に縮小された点も，今年度の本試験と同様である。 

追・再試験で扱われた長文のテーマとジャンルは，大学生YukaとIchiroが，ブレーメンの大学で

行われる文化ゼミナールに参加するため，ドイツ語教員（Herr Yilmaz）に事前に相談し，さらに文

化ゼミナール参加後の感想を３人で話し合う会話（大問３），日独企業に関するフォーラムで行われ

た司会者と経済学博士の質疑応答とメモ（大問４），ワーク・ライフ・バランスに対するドイツの取

り組みについての記事とグラフ（大問５），美を様々なアプローチで解明するための研究所の紹介文

（大問６）であり，本試験とほぼ変わりなかった。 

ドイツ語総語数（のべ語数）は2,381，総語彙数（単一語の初出回数）は635である。本試験は総

語数2,364，総語彙数730であった。問題文全体のボリュームは本試験に比べ同程度であるのに対し，

語彙数は100語近く減少している。これは，昨年度の追・再試験の総語彙数（640語）と同水準であ

り，基本語彙を中心に出題されていることが伺える。さらに，試験問題の分量に関しては，本試験

が24ページであるのに対し，追・再試験は23ページである。これは，本試験と比較して，追・再試

験では内容理解を助けるためのイラストが少なかったためと考えられる。 

本評価で使用している過去の出題語彙データベースに蓄積している語，一般的独和辞典（見出し

語６〜８万語程度）で基礎語彙として扱われている語，基礎語彙を組み合わせた合成語，固有名詞，

国際語，注付きの語，派生語のうち形態素の意味からその意味が容易に想像できる語などを除くと，

やや難度が高いと思われる語の数は11語であった（★）。 

★ ansammeln, berücksichtigen, ermöglichen, Großzügigkeit, Neugier, Partnerschaft, 

schwerfallen, streben, Wahrnehmung, weiterhin, zumeist 

本試験では難語と思われる語は25語であったことと比べると，追・再試験は難語が少なかった。

これらの11語は，一般的な独和辞典において見出し語として挙げられている，一般的な語彙である。

難度が高い語には注が付けられている点は本試験と同様である。これらの難語は出現回数も１回の

みであるため，多くの場合は意味が分からなくても解答には余り差し支えない。しかし，

schwerfallen（下線部㉑㉑）とGroßzügigkeit（下線部㊹㊹）はそれぞれ大問３の問４，大問６の問３で

設問の中で問われている語である。大問３のschwerfallenは，schwerの意味が分かれば解答は難し

くない。しかし，大問６のGroßzügigkeitは，意味が分からなければ正解にたどり着くのは難しかっ

たと推察される。 

これらを総合的に考えれば，全体的な問題の形式は，本試験とほぼ同程度であるが，追・再試験
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